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4　全学級で計画的に実施

4　児童アンケート項目「クラスをよくする
ために学級会で話し合い、何をするか決
めていますか」の肯定的な回答率９０％
以上

3　９０％以上の学級で計画的に実施

3　児童アンケート項目「クラスをよくする
ために学級会で話し合い、何をするか決
めていますか」の肯定的な回答率8０％以
上

2　８０％以上の学級で計画的に実施

2　児童アンケート項目「クラスをよくする
ために学級会で話し合い、何をするか決
めていますか」の肯定的な回答率６０％
以上

1　計画的に実施した学級が８０％未満

1　児童アンケート項目「クラスをよくする
ために学級会で話し合い、何をするか決
めていますか」の肯定的な回答率６０％
未満

4　全教職員が実施
4　児童アンケート項目「授業は楽しく、わ
かりやすいですか」の肯定的な回答率９
０％以上

3　教職員の９０％以上が実施
3　児童アンケート項目「授業は楽しく、わ
かりやすいですか」の肯定的な回答率８
０％以上

2　教職員の８０％以上が実施
2　児童アンケート項目「授業は楽しく、わ
かりやすいですか」の肯定的な回答率６
０％以上

1　実施した教職員が８０％未満
1　児童アンケート項目「授業は楽しく、わ
かりやすいですか」の肯定的な回答率６
０％未満

4　全教職員が実施

4 児童アンケート項目「生活や総合的な
学習の時間で、学校の周りや高島平、板
橋のことを学べましたか」の肯定的な回
答が９０％以上

3　教職員の９０％以上が実施

3　児童アンケート項目「生活や総合的な
学習の時間で、学校の周りや高島平、板
橋のことを学べましたか」の肯定的な回
答が８０％以上

2　教職員の８０％以上が実施

2　児童アンケート項目「生活や総合的な
学習の時間で、学校の周りや高島平、板
橋のことを学べましたか」の肯定的な回
答が６０％以上

1　実施した教職員が８０％未満

1　児童アンケート項目「生活や総合的な
学習の時間で、学校の周りや高島平、板
橋のことを学べましたか」の肯定的な回
答が６０％未満

4　全教職員が実施
4　児童アンケート項目「学校で、自分の
役割や活躍できる場面がありますか。」の
肯定的な回答率８０％以上

3　教職員の９０％以上が実施
3　児童アンケート項目「学校で、自分の
役割や活躍できる場面がありますか。」の
肯定的な回答率８０％以上

2　教職員の８０％以上が実施
2　児童アンケート項目「学校で、自分の
役割や活躍できる場面がありますか。」の
肯定的な回答率６０％以上

1　実施した教職員が８０％未満
1　児童アンケート項目「学校で、自分の
役割や活躍できる場面がありますか。」の
肯定的な回答率６０％未満

4　全教職員が実施

4　児童アンケート項目「道徳の授業で、
友達と意見を話し合い、自分の考えと比
べていますか」の肯定的な回答率９０％
以上

3　教職員の９０％以上が実施

3　児童アンケート項目「道徳の授業で、
友達と意見を話し合い、自分の考えと比
べていますか」の肯定的な回答率８０％
以上

2　教職員の８０％以上が実施

2　児童アンケート項目「道徳の授業で、
友達と意見を話し合い、自分の考えと比
べていますか」の肯定的な回答率６０％
以上

1　実施した教職員が８０％未満

1　児童アンケート項目「道徳の授業で、
友達と意見を話し合い、自分の考えと比
べていますか」の肯定的な回答率６０％
未満

4　全教職員が実施
4　児童アンケート項目「たてわり班で楽し
く活動できましたか」の肯定的な回答率９
０％以上

3　教職員の９０％以上が実施
3　児童アンケート項目「たてわり班で楽し
く活動できましたか」の肯定的な回答率８
０％以上

2　教職員の８０％以上が実施
2　児童アンケート項目「たてわり班で楽し
く活動できましたか」の肯定的な回答率６
０％以上

1　実施した教職員が８０％未満
1　児童アンケート項目「たてわり班で楽し
く活動できましたか」の肯定的な回答率６
０％未満

4　全学級で計画的に実施
4　児童アンケート項目「地域や保護者の
ゲストティーチャーと楽しく学ぶことができ
ましたか」の肯定的な回答率９０％以上

3　９０％以上の学級で計画的に実施
3　児童アンケート項目「地域や保護者の
ゲストティーチャーと楽しく学ぶことができ
ましたか」の肯定的な回答率８０％以上

2　８０％以上の学級で計画的に実施
2　児童アンケート項目「地域や保護者の
ゲストティーチャーと楽しく学ぶことができ
ましたか」の肯定的な回答率６０％以上

1　計画的に実施した学級が８０％未満
1　児童アンケート項目「地域や保護者の
ゲストティーチャーと楽しく学ぶことができ
ましたか」の肯定的な回答率６０％未満

4　全教職員が実施
4　児童アンケート項目「他の学年やクラ
スの友達と一緒に学んだり、遊んだりしま
したか。」の肯定的な回答率９０％以上

3　教職員の９０％以上が実施
3　児童アンケート項目「他の学年やクラ
スの友達と一緒に学んだり、遊んだりしま
したか。」の肯定的な回答率８０％以上

2　教職員の８０％以上が実施
2　児童アンケート項目「他の学年やクラ
スの友達と一緒に学んだり、遊んだりしま
したか。」の肯定的な回答率６０％以上

1　実施した教職員が８０％未満
1　児童アンケート項目「他の学年やクラ
スの友達と一緒に学んだり、遊んだりしま
したか。」の肯定的な回答率６０％未満

4　全教職員が実施
4 教員アンケートにおいて、「本校で働くこ
とに喜びを感じているか」の肯定的な回
答が９０％以上

3　教職員の９０％以上が実施
3 教員アンケートにおいて、「本校で働くこ
とに喜びを感じているか」の肯定的な回
答が８０％以上

2　教職員の８０％以上が実施
2 教員アンケートにおいて、「本校で働くこ
とに喜びを感じているか」の肯定的な回
答が６０％以上

1　実施した教職員が８０％未満
1 教員アンケートにおいて、「本校で働くこ
とに喜びを感じているか」の肯定的な回
答が６０％未満

総括評価【ABC】

　異学年交流活動を充実させて
いく。縦割り班活動による取
組、クラブ活動の改善を図り、
様々な立場の児童が自然な形
で一緒に活動できる環境づくり
を進めていく。

　勤務時間外在校時間だけで、
ライフワークバランスを考える
のではなく、仕事の質ややりが
いをもてているかを図って行き
たい。
　校務分掌の明確化は、その
第一歩である。

　ＷＥＢＱＵによる学級、気にな
る児童について、学校全体で把
握に努めた。
　その結果を見るだけに終わっ
てしまった面は否めない。

　「考え、議論する道徳」と言わ
れて久しいが、まだ、教師の考
えを伝える授業が見られる。
　また、議論するためには、子
供同士の人間関係が良好であ
ることも必要であり、学級活動
などでよりよい人間関係づくり
に努める必要がある。

　５組の教室を南校舎２Ｆにした
ことで、通常学級と特別支援学
級の児童が一緒の空間で生活
していることが自然な形で実現
できた。
　全学級で特別支援学級への
理解啓発授業を実施して、お互
いを理解し合い、尊重する態度
の育成につながった。

　勤務時間外在校時間の多い
教職員は顔ぶれが決まってい
る。校務分掌の偏りがあれば改
善していく。本人がこだわって
取り組む業務などもあり、時間
だけ測ることは難しい。

　縦割り班を活用した取組につ
いて、実践と振り返りを行い、
ねらいに迫るための工夫を改
善していく。
　子供たちにも、意義が分かる
ようなネーミングに変える。

　生活科、総合的な学習の時
間「I love 高島平」の授業にお
いて、積極的に地域の方や資
源を活用する。
　iCS委員会へ教職員が２回参
加することで、地域と教職員の
つながりをもてるようにする。

学校教育目標

　年度初めに、学級会を含めた
学級活動の推進に関するＯＪＴ
を実施する。
　また、学級会だけでなく、教科
の授業においても、児童の考え
を生かす授業づくりを推進す
る。

　道徳教育推進教員を活用した
「考え、議論する道徳」授業のＯ
ＪＴを設定する。
　自分と向き合う時間を大切に
した授業展開をどの学級でも実
践する。

2 3 2 3

3 3

校長氏名

領
域

すべての人（児童・教職員・保護者・地域の方）に居場所と出番があり、ともに学び続ける学校

失敗を恐れずに新しいことに挑戦し続ける児童

児童・保護者の思いに親身になって寄り添い、協働できる教職員

○明るく元気な子ども　　◎よく考え根気強くやりとげる子ども　　○仲よく助け合う子ども　　○素直で礼儀正しい子ども

評価指標・評価基準
改善策分析コメント

取組（努力）指標評価
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2

2
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　ＷＥＢＱＵの結果を受けて、ど
のような具体的な対応ができる
かを学ぶ研修の機会を設定す
る。

4

4 4

3 4

　板橋授業スタンダードの徹底
と併せて、スタンダードＳ（自己
調整型の学び）の授業展開を
学ぶ研修会を学習指導部で企
画し、全員で学ぶ。
　講師には、板橋区の指導主
事を招く。

　板橋授業スタンダード、スタン
ダードＳ（自己調整型の学び）
の授業を小・中で見せ合い、小
学校から中学校への学びの連
続性を意識する取組を行う。

基本的な生活
習慣と他者へ
の思いやりを
身につけた児

童の育成

WEBQUや生活ア
ンケートを活用し
た学級集団、個
人の状況把握に
基づいた個別対
応を充実させる。

【視点④】

五組との交流学
習をはじめ、イン
クルーシブな教育
環境をつくること
を目指す教育活
動を計画・実施す

る。

3

考え、議論する
「特別な教科　道
徳」の授業を実施

する。

　年間計画にそって、学級会を
指導できた学級は、前期より後
期にかけて増えてきた。
　しかしながら、不十分であると
いえる。教員自身に、学級会の
指導経験が少ないことが理由と
して挙げられる。

　縦割り班の意義を理解し、異
年齢の子供たちが関わり合い
を通して、思いやりや憧れを育
んでいる。

　管理職が、iCS、学校支援地
域本部とのつながりを大切にす
ることで、少しずつ、教職員の
意識として、地域人材、資源を
教育活動に活かそうとするよう
になってきている。

　問題解決な学習過程の授業
を行うことで、児童が楽しく学
び、分かる喜びのある経験を積
んでいる。また、算数では、習
熟度別のクラスで学ぶことで、
児童の実態に合った学習を提
供できている。

　１年生と７年生の地域清掃、３
年生と８年生の交流授業が行
われ、児童と生徒の交流活動と
いう面では、一定の成果があっ
たが、学び方については、十分
とはいえない。

2 3

4 4

具体的方策

4 4 4

2 2

教職員全員で、
常に教育活動の
意義とそのため
の労力のバラン
スを意識して計

画・実践・振り返り
を行う。

【視点③】

1

生
活
指
導

友達への思い
やりがあり、い
じめを許さない

児童の育成

学
習
指
導

自ら課題を見
付け、主体的
に課題解決を
図る児童の育

成

学習の基礎基
本の定着した
児童の育成

板橋区授業スタ
ンダードに則した
「分かりやすく、楽
しい課題解決的
な授業」を実施す

る。

児童の人間関
係形成力の育

成

自分も他者も
大切にし、話合
いを通じて課題
解決を図ること
ができる児童

の育成

1

iカリキュラムを活
用し、高島第一中
学校の学びのエ
リアの３校で連携
し、発達段階に応
じた教育活動を

実施する。
【視点①】

令和７年度　　板橋区立学校経営計画表・自己評価表・学校関係者評価表

令和 　７　年　１　月　２６　日

板橋区立高島第一小学校

平松　隆行

学校名

全
教
育
活
動

児童の主体性
の育成

成果指標評価

2

自ら課題を見
つけ、改善に
向けて、考え、
行動できる児

童の育成

学
校
関
係
者
評
価

分　析　コ　メ　ン　ト

2

特別活動、特に
学級活動の発達
段階や児童の実
態に応じた計画
的な指導を積み

重ねる。

縦割り班活動に
おいて、児童の主
体性を尊重した
指導の充実を図

る。

iCS・学校支援地
域本部を活用し

た児童、保護者、
地域がかかわり
合って学ぶ教育

活動を推進する。
【視点②】

特
別
活
動

お互いを尊重
し、公平に関わ
り合える児童

の育成

時間外在校時
間を減らし、ラ
イフワークバラ
ンスのとれた職

場づくり

特
色
あ
る
教
育
活
動

共生社会の担
い手としての資
質・能力をもっ
た児童の育成

働
き
方
改
革

本校に勤める
喜びを感じる教
職員集団の形

成


